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第33図出土遺物実測図（1/4）２TSK１０７．１１Ｃ
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第34図出士遺物実測図（1/4）２TSK1１０．１１４．１１５

ＳＫ８９

１は唐津系陶器皿である。内而見込み部蛇のI蟹|紬剥ぎしたものである。’1径10.0cm器商5.1cm、高台径4.4cmを

測る。２は同じく唐津系陶器皿で、見込み部蛇の目利I剥ぎ、内面に刷毛目が施される。口径19.8cm、器高5.3cm、

高台径6.4cmを測る。３は唐津系陶器片口で、内外面に刷毛目が施される。

ＳＫ９１

１は陶胎染付碗である。２．３は京・信楽系陶器碗である。４は唐津系陶器碗で、外面刷毛'１．内面打刷毛日

が施される。口径12.4cmを測る。５は唐津系陶器皿で、銅緑紬に見込み部蛇の目紬剥ぎのもので、内野山系の製

品である。口径12.0cmを測る。６は堺産の陶器播鉢である。口径28.0cmを測る。

ＳＫ９３

１は青磁染付碗である。

ＳＸ９８

１は京・信楽系陶器碗である。口径9.2cm、器高5.2cm、高台径3.2cmを測る。２は染付皿で手描五弁花が施さ

れる。高台径7.2cmを測る｡
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第35図出士遺物実測図（1/4）２TSXO1（撹乱）・整地屑
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第36図出土遺物実測図（1/4）２T整地層・SK70混入品

ＳＫ１００

１は外面に寿文が施された染付蓋である。２はおそらく１とセットとなる碗で、外面寿文、内面四方襟が描か

れる。３は京・信楽系陶器碗である。４はいわゆる赤間硯で、山口産の石である。５は堺産の陶器揺鉢である。

ＳＫ１０９

１は唐津系陶器皿で、砂目積段階のものである。２は京・信楽系陶器皿である。３は青磁染付碗である。４は

刷毛目が施された陶器碗である。５は京・信楽系陶器碗である。口径9.6cm、器高5.7cm、高台径3.7cmを測る。

６は陶器の鉢で、口縁部付近を露胎とした蓋付の形態と考えられる。７は陶器土瓶である。８は唐津系陶器香炉

で、外面に刷毛目が施される。９は瓦質土器の鉢である。１０は硯である。１１は堺産の陶器揺鉢である。口径31.4

ｃｍを測る。

ＳＫ９４

１は染付皿である。見込み部が露胎となる中国産染付で、おそらく樟州窯系のものであろう。高台径4.0cmを

測る｡
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ＳＫ９６

１はコンニャク印判による文様の染付碗である。口径１０．６cm、器高5.3cm、高台径4.8cmを測る。２くらわんか

手の染付碗である。高台内に「大明年製」崩れ銘が入る。口径１０．２cm、器高5.2cm、高台径4.0cmを測る。３は瀬

戸・美濃産陶器の型打皿である。高台径6.4cmを測る。４は唐津系陶器の瓶で、刷毛目が施される。５．６は陶

器播鉢である。５が口縁部に鉄粕が施された唐津系のもので、口径28.2cm、器高10.3cm、底径11.8cmを測る。６

が堺産の播鉢で、口径31.4cmを測る。

ＳＫｌＯ３

１は青磁染付皿である。２は染付紅皿である。口径5.7cm、器高2.3cm、高台径2.2cmを測る。３は唐津系陶器

皿である。銅緑紬に見込み部蛇の目紬剥ぎのもので、内野山系の製品である。４は唐津系陶器碗で、刷毛目が施

される。５は土師質土器培焔である。口径22.6cmを測る。

ＳＫ１０５

１は染付小坪である。口径9.4cmを測る。

ＳＥ107

１．２は唐津系陶器の京焼風陶器である。ｌは底部露胎のもので、２は呉器手碗である。３は染付紅皿である。

口径6.6cm，器高2.2cm、高台径3.0cmを測る。４は高台部に砂が付着する染付碗である。５．６は唐津系陶器皿

で、砂目積段階のものである。７は染付皿である。８は唐津系陶器皿である。９は陶胎染付皿である。中国障州

窯系の染付か？口径13.6cmを測る。ｌO～13は陶器播鉢である。１０は唐津系陶器播鉢である。底径１０．０cmを測る。

11は産地不明の揺鉢である。体部が直立し、石英が器壁の表面に出た特徴的な播鉢である。底径14.4cmを測る。

12は丹波産播鉢である。口径34.0cmを測る。13は唐津系陶器播鉢である。口径36.0cmを測る。14は陶器鉢である。

口径35.0cmを測る。１５．１６は唐津系陶器鉢である。１５は外面に刷毛目を施し口径32.4cmを測る。１６は内面に刷毛

目が施し口径40.4cmを測る。

ＳＫｌｌＯ

ｌは見込み部が蛇の目紬剥ぎされた波佐見の染付碗である。口径10.4cm、器高5.1cm、高台径4.1cmを測る。２

はくらわんか手の染付碗である。口径9.8cm、器高5.1cm、高台径4.0cmを測る。３は染付碗である。４は唐津系

陶器皿である。銅緑紬に見込み部蛇の目紬剥ぎのもので、内野山系の製品である。高台径4.2cmを測る。５は不

明金属製品である。６～８は凝灰岩製のフイゴ羽口である。６．７は羽口でも鍛冶炉内直接ふれる先端の部分で、

６は椀形津が付着した状況のもの、７は碗形津が付着した部分が剥がれ落ちた羽口の先端部で、上面がガラス質

になっているのが観察される。８は送風管との接合部（フイゴ本体に直接付くのではなく送風管を介したものと

考えられる）と思われる凹部まで残存するほぼ完形の資料である。先端部は７同様ほぼ全面ガラス質になってい

る。羽口の内径はそれぞれ2.9cm～3.0cmを測る◎９は砥石である。きめの細かい砂岩系の材質で、７面を研ぎ面

として使用している。

ＳＫｌｌ４

１は凝灰岩製フイゴ羽口である。やはり羽口の先端部と考えられるもので、ガラス質化した先端部を有する。

羽口内径は2.8cmを測る。

ＳＫｌｌ５

１は砥石である。きめの細かい砂岩系の材質で、２面を研ぎ面として使用している。２は凝灰岩製フイゴ羽口

である。鍛冶炉内直接ふれる先端の部分で、碗形倖が付着している。

SXO１（撹乱）及び整地層出土遺物

以下、SXOlとした撹乱遺構及び遺構に帰属しない整地層より出土した遺物について記す。

ｌ～３はSXOl出土遺物である。ｌは染付お神酒徳利である。蛸唐草が描かれる。口径1.6cm、器高11.1cm、高

－４２－



ﾄﾚﾝﾁ鰐 実測図畠号 報告番号 週禍番号 P番号 種別 器種 口径 器高 底経 傭考 制作年代 産地 R番

1６ 包全回 土師器 皿 (8.4） 1.7 (4.0） 底部糸切り離し・煤付逼 1鍛半~19世紀前半

128 ２包含届 土師器 皿 (８ 2） 1.6 (5.4） 底部糸切り離し 19世紀前半 ２

112 ３包含厨 土師器 皿 (８ 8） (1.8） 非ロクロ 1膳半~19世紀前半 ３

113 ４包含屈 土師器 皿 (８ 8） (1.4） 非ロクロ 1確半~19世紀前半 ４

120 ５包含届 陶器 皿 (1１ 6） 4.5 (4.1） 見込み蛇の目粕剥ぎ 1690～1780 肥前 ５

2５ ６包含届 陶器 皿 (4.2） 見込み蛇の目紬剥き・銅緑粕 1690～1780 肥前 ６

2６ ７包含届 陶器 碗 憂白紬 18世紀後半～ 萩 ７

2０ ８包含届 染付 碗 (8.6） 3.9 (2.8） くらわんか手 1680～1740 波佐見 ８

7１ ９包含団 染イ １ 碗 8.6 ４ 3.6 くらbA,力‘手綱年鯛鳩･口鍋融け角ﾛ雛上げ 1680～1740 波佐見 ９

８ 1０ 包含歴 ５ 染イ ｉ 碗 ９ ４ ３６ くらbA,力'手･大鱗鴻嘘･口蝿を自け角醐仕上げ 1680～1740Ｉ皮佐見 １０

６ 1１ 包含層 染イ 』 碗 ９ ４ ０ ３６ 梅樹文・発色悪い 1680～1740Ｉ皮佐見 1１

7３ 1２ 包含回 染イ ↑ 碗 ８３ ４ ４ ３５ くらわんか手・大明年製崩れ銘 1680～1740Ｉ皮佐見 1２

7４ 1３ 包含届 染１ １ 碗 ８ ４ ３６ くらわんか手･大明年製崩れ銘・発色悪い 1680～1740Ｉ皮佐見 1３

７ 1４ 包含届 ２染イ 』 碗 ８５ ４ ２ ３３ <らbA,力年畑年鶏櫨･口鍋を白け角岨吐け 1680～1740Ｉ皮佐見 1４

1９ 1５ 包含匝 染イ 』 碗 ９ ４ ３６ くらわんか手・大明年製崩れ銘 1680～1740Ｉ皮佐見 1５

2１ 1６ 包含届 染イ １ 碗 (9.0） ４ ５ (3.4） くらわんか手 1680～1740 波佐見 1６

９ 1７ 包含届 ６ 染イ １ 碗 8.6 ４３ 3.3 くらbん祷畑年鯖娘･口鯛紬|細目吐け 1680～1740 波佐見 1７

115 1８ 包含届 染イ ↑ 碗 (9.8） ５３ (4.1） くらわんか手・大明年製崩れ銘・中碗 1680～1740 波佐見 1８

117 1９ 包全層 染１ ！ 碗 (8.2） ４ (3.0） 網目文 1750～1770 波佐見 1９

6８ 2０ 旬金屑 染イ ↑ 碗 (8.8） ４ ４ (3.9） 網目文 1750～1770 波佐見 2０

7２ 2１ 包童回 染イ Ｉ 碗 (10.9） ６０ 3.9 朝顔型蓋付碗 1750～1770 波佐見 2１

106 2２ 包含回 染１ １ 碗 8‘６ 1770～1780 肥前 2２

9１ 2３ 包含層 染付 碗 (8.6） 5.4 (3.0） 四方禅・手描き五弁花 1740～1780 肥前 2３

8９ 2４ 包含届 青磁染付 蓋 (9.5） 四方棚 1770～1780 肥前 2４

9３ 2５ 句会岡 宵磁染付 蓋 (9.2） 3.6 四方棚・コンニャク五弁花 1770～1780 肥前 2５

8４ 2６ 包含届 笥磁染付 碗 (11.4） 四方柳井102と接合 1770～1780 肥前 2６

9０ 2７ 包含届 染付 蓋 (3.9） 1770～1780 肥前 2７

2２ 2８ 包含屑 染（ １ 碗 (7.4） (6.0） (3.8） 筒形碗・コンニャク五弁花・焼成不良 1750～1770 波佐見 2８

9２ 2９ 包含届 染１ １ 碗 (8.2） 5.6 筒形碗 1770～1780 肥前 2９

2４ 3０ 包含届 染イ １ 碗 3.6 1740～1780 肥前 3０

2３ 3１ 包含因 染イ 』 小碗 (7.9） 3.7 (2.4） 小広東碗 1770～1780 肥前 3１

1８ 3２ 包含届 染（ 』 蓋 ９．４ 3.0 4.9 広東碗壷 1780～1８１０ 肥前 3２

9７ 3３ 包含届 染イ １ 碗 (10.2） 6.3 (5.3） 広東碗 1820～1860 波佐見 3３

9６ 3４ 包含厨 染イ 』 碗 (12.0） 広東碗 1780～1８１０ 肥前 3４

9４ 3５ 包含層 染イ 』 鉢 (7.4） 蛇の目凹型高台 18世紀後半～ 肥前 3５

9５ 3６ 包含層 染イ ｝ 碗 (6.2） 広東碗 1780～1８１０ 肥前 3６

３ 3７ 包含届 染イ ↑ 碗 (6.3） 広東碗 1780～1８１０ 肥前 3７

8３ 3８ 句会願 染イ Ｉ 蓋 (9.4） 線描 1820～1860 肥前 3８

3３ 3９ 包含届 染１ ↑ 蓋 (８ 4） 端反碗蓋 1820～1860 肥前 3９

8２ 4０ 包含回 染１ １ 蓋 (８ 6） 端反碗蓋 1820～1860 肥前 4０

8１ 4１ 包含届 染イ ↑ 蓋 (９ 1） 端反碗蓋 1820～1860 肥前 ４１

114 4２ 包含匝 染１ ｉ 蓋 (８ 8） 端反碗蓋 1820～1860 肥前 4２

8８ 4３ 包含届 染１ Ｉ 蓋 (９ 0） 3‘０ 端反碗． 1820～1860 肥前 4３

8７ 4４ 包含届 染１ ｉ 碗 (1０ 8） 端反碗 1820～1860 肥前 4４

１０３ 4５ 包含回 染イ Ｉ 碗 (1０ 7） 端反碗 1820～1860 肥前 4５

7６ 4６ 包含回 染１ ｉ 碗 (９ 3） 5.4 (3.6） 端反碗 1820～1860 肥前 4６

104 4７ 包含届 染イ 碗 (７ 2） 5.5 3.3 筒丸碗 1820～1860 肥前 4７

1５ 4８ 包含回 染イ 小坪 (８ 8） 4.5 (3.6） 端反碗 19世紀前半 瀬戸・美溜 4８

1４ 4９ 包含歴 ２ 染付 小坪 (９ 6） (3.1） 端反碗 19世紀前半 瀬戸・美溜 4９

105 5０ 包含回 白磁 碗 (７ 3） 5.3 3.8 5０

9９ 5１ 旬全届 白磁 紅皿 4.7 1.3 1.4 1840～1860 肥前 ５１

1３ 5２ 包含層 染付 紅皿 6.6 ３ 2.6 笹文 1820～1860 肥前 5２

123 5３ 包全園 染１ １ 紅皿 (8.0） 3.8 (3.4） 笹文 18後半~19世紀前半 肥前 5３

124 5４ 包含届 染１ ↑ 紅皿 7.6 3.3 3.0 井桁 1唯半~19世紀前半 肥前 5４

２ 5５ 包含届 染イ ↑ 皿 (7.2） 手描五弁花十「大明年製」銘 1700～1740 肥前 5５

5６ 包含団 染イ Ｉ 皿 (10.3） 2.5 5.8 ｢大明年製」銘 1700～1740 肥前 5６

表１

4３



ﾄﾚﾝﾁ鴎 実測図冨号 報告番号 過柵番号 P番号 種別 器種 口径 器高 底経 備考 制作年代 産地 R番

125 5７ 包含屈 染付 皿 (10.3） 2.6 (6.4） 輪花・成化（年製）銘 1780～1860 肥前 5７

119 5８ 包含層 染１ ↑ 皿 (9.2） 2.0 (4.7） 口紅・輪花 1640～1650 肥前 5８

6９ 5９ 包含回 染１ ↑ 皿 4.4 18世紀前半～中頃 肥前 5９

１０７ 6０ 包含園 染１ ↑ 皿 (11.6） 大（明成化）年（製）銘 1650～1690 肥前 6０

1２１ 6１ 包含届 染イ １ 皿 (14.0） 3.8 (8.0） 蛇の目凹型高台 1810～1820 肥前 6１

４ 6２ 包含層 染イ ↑ 皿 (8.9） 蛇の目凹型高台 1810～1860 肥前 6２

122 6３ 包含厨 染イ １ 皿 (8.6） 蛇の目凹型高台 1740～1780 肥前 6３

134 6４ 東壁面 染イ １ 皿 魚形 肥前 6４

５ 6５ 包含届 染付 鉢 1４．０ 6.7 7.4 八角鉢 1820～1860 肥前 6５

116 6６ 包含層 白磁 香炉 (7.4） 蛇の目凹型高台 肥前 6６

127 6７ 包含園 染付 猪口 (7.2） 6.3 (5.6） 蛸唐草・蛇の目凹型高台 1820～1860 肥前 6７

109 6８ 包含園 染付 仏飯器 3.6 1690～1780 肥前 6８

9８ 6９ 包含屑 染付 瓶 (6.9） 蛸唐草・○×文 1690～1780 肥前 6９

108 7０ 包含層 青磁 香炉 (13.0） 肥前 7０

118 7１ 句含嗣 陶器 碗 (8.6） 6.7 (3.4） 18世紀後半～ 京・信楽 7１

1１１ 7２ 包含層 陶器 皿 4.6京焼き風陶器又は京焼き・足ハマ痕アリ 18世紀後半～ 京焼 7２

8０ 7３ 包含回 陶器 灯火具 (11.2） 2.3 (4.8） 櫛目・足ハマ痕 18世紀後半～ 京・信楽 7３

7７ 7４ 包含園 陶器 灯火具 (10.5） 1.9 (3.4） 受付皿 18世紀後半～ 京・信楽 7４

8６ 7５ 包含層 陶器 灯火具 (5.0） 5.4 ２２ ひょうそく 18世紀後半～ 関西 7５

1０１ 7６ 包含層 陶器 鉢 4.8 18世紀後半～ 関西 7６

8５ 7７ 包含届 陶器 蓋 (17.2） 行平鍋蓋 18世紀後半～ 関西 7７

110 7８ 包含屑 陶器 蓋 (13.7） 行平鍋 18世紀後半～ 関西 7８

1０ 7９ 包含届 陶器 蓋 5.9 3.8 9.2 十瓶蕪 18世紀後半～ 7９

7５ 8０ 包含届 陶器 蓋 9.3 2.3 十噸蕪 18世紀後半～ 肥前 8０

1２ 8１ 包含届 陶器 蓋 5.5 2.2 1.9 急須蓋 18世紀後半～ 関西 8１

1１ 8２ 包含胴 陶器 急須 (5.8） (5.5） 8.6 18世紀後半～ 関西 8２

3２ 8３ 包含届 陶器 翌 T字状口縁部 17世紀後半 肥前 8３

126 8４ 包含層 陶器 植木鉢 (10.8） 6.5 (4.8） 1確半~1弛麗前半 瀬戸・美溜 8４

6７ 8５ 包含届 陶器 鉢 13.8刷毛目 1690～1750 肥前 8５

7８ 8６ 包含届 陶器 掴鉢 1脳半~1弛毘前半 堺 8６

100 8７ 包含回 陶器 掴鉢 1踏半~19世毘前半 堺 8７

7９ 8９ 包含届 陶器 掴鉢 (36.0） 1碓半~19世紀前半 堺 8９

1７ 8８ 包含回 陶器 掴鉢 1膳半~19世紀前半 肥前 8８

2９ 9０ 包含胴 土師器 培焔 取っ手穿孔アリ 18世紀前半～中頃 在地 9０

3０ 9１ 句会厨 土師器 培焔 1唯半~19世紀前半 在地 9１

3１ 9２ 包含回 土師器 熔焔 18後半~１９世紀前半 在地 9２

135 9３ 包含屑 土師器 焔焔 １９世紀前半~中頃 在地 9３

6５ 9４ 包含岡 土師器 火鉢 23.1 印花文 9４

2７ 9５ 包含同 土師器 根付け 4.5 4.2 猿・表面に鉛紬がかかる？ 関西 9５

129 9６ 包含回 瓦 軒平瓦 9６

136 9７ 包含回 瓦 軒平瓦 9７

2８ 9８ 包含層 銅 キセル 9８

1３１ 9９ 包含厨 銅 キセル 9９

132 100包含園 銅 キセル 100

133 1０１ 包含歴 銅 キセル 101

7０ 102包含層 銅 蓋 10.0 2.1 12.1 102

130 1０３ 包含届 銅 蟹 103

137 １０４ 包含回 銅 銭 104

140 105包含層 銅 銭 ｢寛永通宝」古寛永 1636～1697 １０７

139 105包含回 銅 銭 ｢寛永通宝」文銭 1668～1697 105

1４１ 106包含園 銅 銭 ｢寛永通宝」 1697～1739 106

138 １０７ 包含閥 銅 銭 ｢寛永通宝」 1697～1739 108

3８ 109SＴ１ 土師器 皿 9.0 1.9 5.2底部糸切り離し・煤付冠 18世紀中頃 在地 109

4２ 110SＴ１ 陶器 皿 1２．５ ４．８ 4.3 見込み蛇の目粕剥ぎ 1690～1780 肥前 llO

4３ 1１１ SＴ１ 陶器 皿 11‘５ 4.6 4.7見込み蛇の目紬剥ぎ 1690～1780 肥前 1１１

4４ 112SＴ１ 陶器 皿 (11.8） (4.8） (4.2） 見込み蛇の目紬剥ぎ 1690～1780 肥前 112

表２

－４４－



ﾄﾚﾝﾁ鴎 実測図雷号 朝告醤号 過栂番号 P番号 稲別 器樋 口径 器高 底経 備考 制作年代 産地 R番

5８ 113SＴ１ 陶器 皿 (12.4） 4.6 (4.2） 見 ﾕみ蛇の目紬剥き 1690～1780 肥前 113

5５ 114SＴ１ 陶器 皿 (1２ 0） 4.5 (4.5） 見 込み蛇の目紬剥ぎ 1690～1780 肥前 114

5６ 115SＴ１ 陶器 皿 (1２ 9） 4.3 (4.2） 見 込み蛇の目紬剥き 1690～1780 肥前 115

5７ 116SＴ１ 陶器 皿 (1２ 2） 4.5 (4.2） 見 込み蛇の目紬剥き・二次被熱 1690～1780 肥前 116

6２ 117SＴ１ 陶器 鉢 (1６ 8） 見込み蛇の目紬剥ぎ・刷毛目 1690～1750 肥前 117

6６ 118SＴ１ 陶器 片口 (1６ 5） 刷毛目 1690～1750 肥前 118

６１ 119SＴ１ 陶器 鉢 (5.3） 見込み蛇の目紬剥き・刷毛目 1690～1750 肥前 119

3７ 120SＴ１ 陶器 鉢 (29.4） 120

3６ 1２１ SＴ１ 陶器 碗 (12.2） 17世紀後半～前半 京焼 1２１

6３ 122SＴ１ 色絵染付 小皿 (7.1） 1710～1740 肥前 122

3５ 123SＴ１ 染付 碗 1０．１ 3.9 4.2 梅樹文・見込み蛇の目紬剥き 1750～1770Ｉ皮佐見 123

4６ 124SＴ１ 染イ Ｉ 碗 ４．４ くらわんか手・大明年製崩れ銘 1680～1740Ｉ皮佐見 124

3４ 125SＴ１ 染１ ↑ 碗 (12.0） 5.6 (4.6） 冒頭･郷諏･見込み”目鯛き･ｺﾝﾆｬｸ五擁 1820～1860Ｉ良佐見 125

5３ 126SＴｉ 染イ Ｉ 碗 (10.7） 5.5 (3.9） 見込み蛇の目紬剥ぎ 1680～1740Ｉ皮佐見 126

4５ 127SＴ１ 染１ Ｉ 碗 11.0 5.4 4.2 見込み蛇の目紬剥ぎ 1680～1740Ｉ皮佐見 127

5４ 128SＴ１ 染イ Ｉ 碗 (10.8） 5.5 (4.2） 見込み蛇の目紬剥き 1680～1740Ｉ皮佐見 128

3９ 129SＴ１ 染イ ↑ 碗 3.9 見込み蛇の目紬剥ぎ 1680～1740Ｉ皮佐見 129

4８ 130SＴ１ 染イ Ｉ 皿 (13.4） 2.6 (7.6） 見込み蛇の目紬剥き．． ノニャク五弁花 1680～1740Ｉ皮佐見 130

4７ 1３１ SＴ１ 染１ ↑ 皿 (1３ 4） ２７ 7.2 見ﾑみ蛇の目軸剥ぎ ． ノニャク五弁花 1680～1740 波佐見 1３１

5２ 132SＴ１ 染１ ！ 皿 (1３ 8） ２６ (7.3） 見ﾑみ蛇の目紬剥ぎ ． ノニャク五弁花 1680～1740 波佐見 132

５１ 133SＴＩ 染１ ｉ 皿 (1３ 4） ２７ (7.6） 見』み蛇の目紬剥ぎ ． ノニャク五弁花 1680～1740 波佐見 133

5０ 134SＴ１ 染｛ Ｉ 皿 (1３ 4） ２８ (7.6） 見ﾑみ蛇の目粕剥ぎ ． ノニャク五弁花 1680～1740 波佐見 134

4９ 135SＴ１ 染付 皿 (1３ 8） ２３ (7.2） 見込み蛇の目紬剥ぎ・コンニャク五弁花 1680～1740 波佐見 135

5９ 136SＴ１ 陶胎染付 碗 (1１ 0） 18世紀前半～中頃 肥前 136

6０ 137SＴ１ 陶胎染付 碗 (1０ 2） 18世紀前半~中頃 肥前 137

４１ 138SＴ１ 土師器 焔焔 取っ手穿孔ぎりぎり貫通 18世紀前半～中頃 在地 138

4０ 139SＴＩ 土師器 焔焔 18世紀前半~中頃 在地 139

6４ 140SＴＩ 銅 おろし金 23.0 1１．５ 18世紀～ 140

表３

台径3.6cmを測る◎２は砥石である。きめの細かい砂岩系の材質で、６面を研ぎ面として使用している。３は瓦

質土器の行火である。上面に大きな穿孔を有し、肩部には円形とかまぼこ型のスカシを有する。

４～34は整地層出土の遺物である。４は陶器碗である。５はくらわんか手の染付碗である。口径9.8cm，器高

5.1cm、高台径4.0cmを測る◎６は染付小丸碗である。口径9.4cm、器高4.0cm、高台径3.4cmを測る。７．８は青

磁染付の蓋と碗である。コンニャク五弁花及び四方裸が見られる。９は染付広東碗である。１０は染付蓋である。

口径10.0cm、器高2.7cm、つまみ径4.2cmを測る。１１．１２は端反碗蓋である。特に11には焼継の痕跡が確認できる。

法量は口径9.2～9.4cm、器高2.7cm～3.0cm、つまみ径3.8cmを測る。１４～１７は端反碗である。内１４．１５．１７には

焼継の痕跡が残る。口径10.0cm、高台径3.4～4.4cmを測る。２１は陶器皿である。口径6.8cm、器高1.7cm、高台径

3.6cmを測る。２２．２３は共に波佐見の染付皿で、見込み部蛇の目粕剥ぎが施されている。口径13.5～13.6cm，器

高3.3～4.3cm、高台径6.2～7.8cmを測る。２４は瀬戸・美濃産染付皿である。口径8.0cm、器高2.2cm、高台径4.0

cmを測る。２５は京・信楽系陶器灯火具で、台付の受付皿である。口径5.0cm、器高3.3cm、高台径3.6cmを測る。

２６．２７は染付仏飯器である。口径5.8～6.8cm，器高5.1cm、高台径3.2cmを測る。２８は染付鉢である。２９は染付の

油壷である。口径3.5cm、器高10.8cm，高台径5.0cmを測る。３０は染付壷である。３１は陶器壷である。底部糸切り

離しで、底径5.4cmを測る。３２は陶器の花瓶である。高台径4.7cmを測る。３３は唐津系陶器蕊である。３４は瓦質土

器混炉である。高台径24.0cmを測る。

SK70混入品

３５はSK70の混入品である。おそらくSElO7と切合い関係からこの遺物が掻上げられたものと考えられることか

ら、遺構に帰属しないこれら遺物群の中で紹介する。

－４５－



ﾄﾚﾝﾁ鰐 実測図番号 剰告番号 過禍番号 P蚤号 種別 器種 口径 器簡 底経 備考 制作年代 産地 R番

２ 2３ 1７ 土師器 皿 (3.0） 施紬かわらけ 19世紀前半~中頃 1４１

２ ９ ２ 1７ 陶器 碗 (8.0） 18世紀後半～ 京・信楽 142

２ 2１ ３ 1７ 陶器 碗 (3.0） 18世紀後半～ 京・信楽 143

２ 1８ ４ 1７ 染付 碗 9.0 1770～1780 肥前 144

２ 1５ ５ 1７ 脅磁染付 蓋 (8.8） 3.0 (3.6） 1770～1780 肥前 145

２ ６ ６ 1７ 青磁染付 碗 4.0 コンニャク五弁花？ 1770～1780 肥前 146

２ ５ ７ 1７ 宵磁染付 碗 4.2 コンニャク五弁花・渦福 1770～1780 肥前 147

２ 1４ ８ 1７ 染付 蓋 (10.0） 2.6 4.2 ○×文様 1690～1780 肥前 148

２ 1６ ９ 1７ 染付 蓋 (3.8） 端反碗蓋 1820～1860 肥前 149

２ ３ 1０ 1７ 染付 碗 (10.0） 端反碗 1820～1860 波佐見 150

２ 1３ 1１ 1７ 白磁 紅皿 5.0 1.5 1.4 1840～1860 肥前 1５１

２ ７ 1２ 1７ 染付 紅皿 (6.0） 2.1 3.2 笹文 1820～1860 肥前 152

２ ８ 1３ 1７ 染１ ｉ 紅皿 (5.9） 2.1 2.8 笹文 1820～1860 肥前 153

２ 2０ 1４ 1７ 染１ ↑ 皿 (6.0） 初期伊万里 17世紀前半 肥前 154

２ 1７ 1５ 1７ 染１ ｉ 皿 (12.4） 3.2 7.8蛇の目凹型高台／輪花 1780～1860 肥前 155

２ 1９ 1６ 1７ 染１ 』 皿 (14.0） 4.5 (8.0） 1750～1８１０ 波佐見 156

２ ４ 1７ 1７ 白磁 皿 (10.0） 1.9 (5.8） 寿文 19世紀前半～後半 瀬戸・美濃 157

２ 1１ 1８ 1７ 陶器 皿 (7.2） 1.8 (3.6） 158

２ 1２ 1９ 1７ 染付 仏花瓶 (3.0） 1780～1860 肥前 159

２ 2０ 1７ 青磁 香炉 (7.2） 5.7 3.2 内面霊胎 1780～1860 肥前 160

２ ２ 2１ 1７ 胃磁 香炉 (10.6） 内両露胎 肥前 1６１

２ 2２ 2２ 1７ 母磁 香炉 (6.0） 162

２ 1０ 2３ 1７ 陶器 土瓶 (8.0） 鉄紬 18世紀後半～ 九州 163

２ 2６ 2４ 1７ 陶器 火鉢 (13.6） 内面露胎 19世紀前半～後半 瀬戸・美濃 164

２ 3０ 2５ 1７ 陶器 擢鉢 (23.6） 9.8(10.4） I確半~19世紀中頃 肥前 165

２ 2５ 2６ 1７ 陶器 掴鉢 不明 166

２ 2zｌ 2７ 1７ 陶器 水指 (9.4） 5.5(10.0） 備前？ 167

２ 2９ 2８ 1７ 陶器 翌 (23.0） 刷毛目 肥前 168

２ 2７ 2９ 1７ 土師器 混炉 169

２ 2８ 3０ 1７ 土師器 混炉 (21.4） 170

２ 3２ 3１ 1７ 瓦 軒平瓦 1７１

２ 3１ 3２ 1７ 瓦 軒平瓦 172

２ 3３ 3３ 1７ 瓦 軒平瓦 173

２ ９ 2０ ８ 色絵染付 小坪 6.2 2.7 2.2 内面「餌崎葛間屋ｎｎｌ 19世紀前半～中頃 肥前 174

２ ５ ２ 2０ 2０ 染付 皿 (10.2） 2.4 (6.2） 線描／蝿娼 1820～1860 肥前 175

２ 1３ ３ 2０ 1４ 白磁 皿 (10.0） (2.0） (7.0） 寿文 19世紀前半～後半 瀬戸・美溜 176

２ ６ ４ 2０ ４．２１ 陶器 鉢 1３．６ 4.1 5.4 墨画アリ 177

２ ７ ５ 2０ 1１ 染付 皿 22.2 5.5 1３．０ ｢製化年製」／角皿 1820～1860 肥前 178

２ 1２ ６ 2０ 染付 蓋 (9.8） (2.5） (3.8） 端反り碗 1870～1890 瀬戸・美溜 179

２ ４ ７ 2０ 陶器 蓋 8.1 3.7 2.6 十噸藷 18世紀後半～ 関西 180

２ 1０ ８ 2０ 陶器 蓋 (6.8） 十瓶蕪 18世紀後半～ 関西 1８１

２ 1１ ９ 2０ 1２ 陶器 蓋 (11.4） 3.3 3.0 行平鍋蓋 182

２ 1７ 1０ 2０ 陶器 行平鍋 18世紀後半～ 関西 183

２ 1５ 1１ 2０ 陶器 仏花瓶 3.0緑紬 184

２ 1６ 1２ 2０ 2０ 染付 酒器 4.9焼継アリ・焼継文字「□□」 185

２ 1４ 1３ 2０ 2０ 陶器 灯火具 5.4 3.5 3.6台付受付皿 19世紀前半～後半 京・信楽 186

２ ８ 1４ 2０ ９染付 植木鉢 12.2 1０ 7.8 内面及び高台内無紬 187

２ 1５ 2０ 瓦質土器 鉢 (39.6） 1２ ８(28.0） 在地 188

２ ３ 1６ 2０ ３ 陶器 掴鉢 (3１ 2） 1３ 12.0亜焼・鉄紬高台内を除く全面 18後半～19世紀 肥前 189

２ ２ 1７ 2０ |Ｍ１ 陶器 播鉢 (2９ 2） 1４ ０ 12.4 重焼・鉄紬高台内を除く全面 18後半～19世紀 肥前 190

２ 1６ 2８ 土師器 皿 (７ 0） 施紬かわらけ 19世紀前半～中頃 在地 1９１

２ 1７ ２ 2８ 土師器 皿 (７ 0） 施紬かわらけ 19世紀前半～中頃 在地 192

２ 2３ ３ 2８ 染付 小坪 2.6 193

２ 1２ ４ 2８ 染１ Ｉ 小坪 (7.0） 1870～1890 瀬戸・美濃 194

２ 1５ ５ 2８ 染１ Ｉ 小坪 (6.8） 4.5 (3.0） 1870～1890 瀬戸・美溜 195

２ 1８ ６ 2８ 染１ Ｉ 蓋 9.5 2.7 3.8 線描 1820～1860 肥前 196

２ 1１ ７ 2８ 染１ １ 碗 (8.8） ４．１ (3.0） 肥前 197

２ ８ ８ 2８ 染１ 〕 碗 (10.0） 5.8 3.4 端反碗 1850～1860 肥前 198

２ 1４ ９ 2８ 染１ 』 碗 焼成不良・端反碗 1820～1860 波佐見 199

表４
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ﾄﾚﾝﾁ鰐 実測図番号 淵告番号 遺橘番号 P番号 種別 器種 口径 器高 底経 備考 制作年代 産地 R番

２ ３ 1０ 2８ 青磁 皿 7.4 2.2 ４．０ 200

２ ４ 1１ 2８ 青磁 皿 (7.4） ２２ (4.0） 201

２ ７ 1２ 2８ 染付 皿 1０．２ ２２ 5.5 1780～1860 肥前 202

２ 1９ 1３ 2８ 染イ Ｉ 皿 10.0 ２５ ５４ 輪花 1780～1860 肥前 203

２ ２ 1４ 2８ 染イ ↑ 皿 １０．０ ２ ５５ 獅子 1870～1890 瀬戸・美濃 20MＩ

２ 1５ 2８ 染１ ｉ 皿 9.8 ２ ４９ 獅子・砂が付着 1870～1890 瀬戸・美濃 205

２ ５ 1６ 2８ 染１ １ 皿 (9.6） ２２ ４ ８ 褐紬のかけ分け 1870～1890 瀬戸・美濃 206

２ ９ 1７ 2８ 陶器 蓋 6.7 ２６ 急須蓋 関西 207

２ 2１ 1８ 2８ 陶器 土瓶 ６９ 18世紀後半～ 関西 208

２ 1３ 1９ 2８ 染付 猪口 (3.6） 209

２ 2４ 2０ 2８ 染付 仏飯器 1690～1780 肥前 210

２ 1０ 2１ 2８ 青磁 香炉 (5.4） 内面露胎 211

２ 2２ 2２ 2８ 染付 れんげ 底部畳付部のみ露胎 212

２ 2０ 2３ 2８ 染付 酒器 5.0 213

２ ６ 2４ 2８ 陶器 掴鉢 (14.6） 18後半～19世紀 肥前 214

２ ２ 5９ 陶器 碗 3.2 18世紀後半～ 京・信楽 215

２ ２ 5９ 染付 皿 (16.0） 1740～1780 肥前 216

２ ３ ３ 5９ 染イ １ 皿 (13.2） 3.6 (7.4） コンニャク五弁花・渦福 1750～1８１０ 波佐見 217

２ ４ ４ 5９ 染イ ↑ 皿 (14.0） ハリ支え 肥前 218

２ 1３ 染イ ↑ 碗 (7.2） 広東碗 1810～1840 肥前 219

２ ２ ２ 1３ 染イ ↑ 碗 (7.2） 端反碗 1850～1860 肥前 220

２ 1５ 染１ 』 碗 (12.0） 端反碗 1820～1860 肥前 211

２ ２ ２ 1５ 青磁 香炉 2.7 肥前 222

２ 6０ 染付 碗 網文 1700～1750 肥前 223

２ ３ ２ 6０ 染イ １ 碗 (11.0） 寿文・四方機 18世紀後半～ 肥前 224

２ ２ ３ 6０ 染イ ↑ 皿 (8.0） 1700～1750 肥前 225

２ ３ 6２ 染イ ↑ 蓋 (9.0） 端反碗蓋 1850～1860 肥前 226

２ ６ ２ 6２ 染イ ↑ 碗 (10.0） 端反碗 1850～1860 波佐見 227

２ ４ ３ 6２ 染イ Ｉ 碗 (10.0） 端反碗 1850～1860 肥前 228

２ ５ ４ 6２ 染１ ｉ 碗 (10.0） 端反碗 1850～1860 波佐見 229

２ ２ ５ 6２ 染１ Ｉ 猪口 ４．６ 焼継アリ・「口町口屋or殿」 1850～1860 肥前 230

２ ６ 6２ 染１ 』 皿 (19.4） 6.4 9.8八角皿・焼継アリ 1850～1860 肥前 231

２ 6３ 染イ ↑ 碗 (6.9） 5.0 2.8 筒丸碗 1850～1860 肥前 232

２ ２ ２ 6３ 染１ ↑ 碗 (8.4） ４２ 半球形碗 1820～1860 波佐見 233

２ ６ ３ 6３ 陶器 碗 ４．６ 234

２ ９ ４ 6３ 染付 碗 (11.5） 焼継アリ・端反碗 1820～1860 肥前 235

２ ４ ５ 6３ 染付 蓋 (9.4） 3‘０ (4.0） 端反碗蓋 1820～1860 肥前 236

２ １０ ６ 6３ 白磁 紅皿 ４．０ 1.4 1.0 1840～1860 肥前 237

２ ５ ７ 6３ 陶器 灯火具 (10.0） 2.0 ４．４ 18世紀後半～ 京・信楽 238

２ ３ ８ 6３ 染付 鉢 (14.0） (4.8） (7.4） 蛇の目凹形高台・足ハマ痕 1820～1860 肥前 239

２ 1１ ９ 6３ 色絵染付 皿 ６．１ 2.1 ３．０ 青紬・褐紬・黄紬のかけ分け 240

２ ７ １０ 6３ 土師器 混炉 ９．８ 1．１ サナ 241

２ 1３ 1１ 6３ 陶器 土瓶 18世紀後半～ 九州 242

２ 1２ 1２ 6３ 陶器 ±瓶 18世紀後半～ 九州 243

２ ８ 1３ 6３ 陶器 掴鉢 (12.4） 全面鉄紬（高台畳付部を除く） 18後半～19世紀 肥前 244

２ ２ 6４ 染付 碗 (10.0） 5.1 4.2 くらわんか手 1680～1740 肥前 245

２ ４ ２ 6４ 染付 碗 4.2 くらわんか手 1680～1740 肥前 246

２ ３ ３ 6４ 染付 碗 (10.0） 丸碗 1710～1750 肥前 247

２ ４ 6４ 陶器 碗 (9.8） 6.6 4.4 刷毛目・打刷毛目 1690～1780 肥前 248

２ ５ ５ 6４ 陶器 皿 (6.0） 見込み蛇の目紬剥ぎ 1780～1860 肥前 249

２ ８ 6６ 染付 碗 (9.2） 4.1 (4.0） くらわんか手 1680～1740 肥前 250

２ ６ ２ 6６ 青磁染付 碗 3.8 コンニャク五弁花 1780～1８１０ 肥胃 251

２ ５ ３ 6６ 染付 碗 (7.8） 筒型碗・菊花文 1780～1８１０ 肥前 252

２ ４ ４ 6６ 染１ ↑ 碗 (８ 8） 四方裡 1740～1780 肥前 253

２ ７ ５ 6６ 染１ ｉ 紅皿 (７ 2） 3.9 (3.0） 笹文 1780～1860 肥前 254

２ ９ ６ 6６ 染１ ｉ 紅皿 (７ 6） 3.8 (３ 0） 笹文 1780～1860 肥前 255

２ ７ 6６ 染イ ↑ 皿 (2３ 2） (3.3） (1３ 0） 肥前 256

２ ２ ８ 6６ 染イ Ｉ 皿 (1４ 0） 3.7 (９ 2） 1750～1８１０ 波佐見 257

２ ３ ９ 6６ 染イ Ｉ 皿 (８ 4） 蛇の目凹型高台 1810～1860 肥前 258

表５

－４７－



ﾄﾚﾝﾁ鴎 実測図番号 朝告番号 遺橘番号 P番号 種別 器種 口径 器高 底経 備考 制作年代 産地 R番

２ 1０ 1０ 6６ 染付 皿 (16.0） 2.4(11.0） 「（大明製）化（年製）」 1700～1750 肥前 259

２ 2１ 6８ 土師器 皿 (７ 8） 1.6 3.0 18末～19世紀初頭 在地 260

２ ２ 6８ 染付 碗 (８ 0） 6.3 (3.6） コンニャク印判・団餌若松 1750～1770Ｉ皮佐見 261

２ ３ ３ 6８ 染付 碗 (1０ 6） コンニャク印判・団餌若松 1750～1770Ｉ皮佐見 262

２ ２ ４ 6８ 染付 碗 (９ 8） 5.2 4.0 コンニャク印判 1750～1770 波佐見 263

２ 1５ ５ 6８ 青磁染付 碗 (８ 2） 6.8 4.0 四方栂・コンニャク五弁花 1770～1780 肥前 264

２ 1４ ６ 6８ 宵磁染付 碗 (1２ 0） 四方槻 1770～1780 肥前 265

２ 1６ ７ 6８ 青磁染付 碗 (1１ 6） 6.5 3.6四方禅・コンニャク五弁花 1770～1780 肥前 266

２ ４ ８ 6８ 陶器 碗 (3.4） 18世紀後半～ 京・信楽 267

２ ５ ９ 6８ 陶器 碗 (9.0） 18世紀後半～ 京・信楽 268

２ 1２ １０ 6８ 白磁 紅皿 4.0 1.4 1.2 1840～1860 肥前 269

２ ７ 1１ 6８ 白磁 紅皿 (10.6） ２４ 5.8 1820～1860 肥前 270

２ ９ 1２ 6８ 染付 皿 (1１ 8） ３５ (3.8） 見込み蛇の目紬剥ぎ 1750～1８１０ 波佐見 271

２ ８ 1３ 6８ 染付 皿 (６ 8） ６ (4.2） 1780～1860 肥前 272

２ ６ 1４ 6８ 陶器 皿 (６ 8） ２２ (3.2） 273

２ 1３ 1５ 6８ 染付 皿 (1４ 4） ４０ (7.8） 蛇の目凹形商台・手描五弁花 1780～1820 肥前 274

２ 1０ 1６ 6８ 染付 仏飯器 (６ O） ５６ 2.0 コンニャク印判 1690～1780 肥前 275

２ 1１ 1７ 6８ 染付 仏花瓶 2.4 1750～1780 肥前 276

２ 2３ 1８ 6８ 土師器 笛 桑？ 277

２ 1９ 1９ 6８ 瓦質土器 火鉢 脚付（３脚） 278

２ 1７ 2０ 6８ 染付 鉢 4,6 279

２ 1８ 2１ 6８ 陶器 壷 (16.0） 肥前 280

２ 2０ 2２ 6８ 瓦 軒丸瓦 281

２ 2２ 2３ 6８ 土師器 陪焔 (35.0） 18世紀後半～ 282

２ ５ 7０ 染付 碗 端反り碗 1820～1860 肥前 283

２ ４ ２ 7０ 染付 碗 (12.4） 5.0 (4.8） 見込み蛇の目紬剥き・コンニャク五弁花 1820～1860 波佐見 284

２ ８ ３ 7０ 陶器 碗 (12.8） (6.1） (4.4） 刷毛目 19世紀 瀬戸・美溜 285

２ 1０ ４ 7０ 白磁 紅皿 2.2 1．１ 0.8 1710～1740 肥前 286

２ ３ ５ 7０ 染付 紅皿 (7.1） ３８ 3.0 1780～1８１０ 肥前 287

２ ６ 7０ 染付 紅皿 7.1 ３７ ２６ 1780～1８１０ 肥前 288

２ ２ ７ 7０ 染付 紅皿 7.1 ３５ 2.8 1780～1８１０ 肥前 289

２ ７ ８ 7０ 染付 皿 (6.9） ６ (4.0） 1780～1860 肥前 290

２ ６ ９ 7０ 色絵染付 香炉 7.0 ５２ 3.4 肥前 291

２ ９ 1０ 7０ 陶器 蓋 (8.0） 十瓶蕊 18世紀後半～ 関西 292

２ 1４ 1１ 7０ 陶器 土瓶 7.9 11.3 8.6 18世紀後半～ 関西 293

２ 1１ 1２ 7０ 陶器 掴鉢 (29.2） 全面鉄粕 肥前 294

２ 1３ 1３ 7０ 土師器 混炉 (21.3） 295

２ 1２ 1４ 7０ 瓦質土器 茶釜 296

２ 1５ 1５ 7０ 瓦 軒平瓦 297

２ 1６ 1６ 7０ 瓦 軒平瓦 298

２ 1７ 1７ 7０ 瓦 軒平瓦 299

２ 1８ 1８ 7０ 銅 銭 ｢寛永通宝」文銭 1668～1697 300

２ ２ 7７ 染付 蓋 (8.2） 端反り碗蓋 1820～1860 肥前 301

２ ２ 7７ 青磁 壷 (8.8） 302

２ ３ ３ 7７ 陶器 行平鍋 (20.0） 18世紀後半～ 関西 303

２ ２ 7８ ５ 宵磁染付 碗 4.2 ｢大明年製ｊ銘 1690～1720 肥前 304

２ ４ ２ 7８ ４ 染付 碗 (11.8） 5.7 (5.2） コンニャク五弁花 1820～1860 波佐見 305

２ ３ 7８ ２陶器 碗 13.0 6.1 4.3刷毛目・墨田アリ 19世紀 瀬戸・美溜 306

２ ３ ４ 7８ 染付 皿 (13.0） 3.0 (6.8） コンニャク五弁花・見込み蛇の目粕剥ぎ 1820～1860 波佐見 307

２ ５ ５ 7８ ３ 土師器 混炉 (24.0） 在地 308

２ ４ 7９ 染付 碗 3.6蛇の目紬剥ぎ 1750～1770 波佐見 309

２ ３ ２ 7９ 陶胎染付 香炉 (11.0） 18世紀前半 肥前 310

２ ３ 7９ 陶器 掴鉢 (15.0） 18後半～19世紀初 肥前 311

２ ２ ４ 7９ 瓦質土器 茶釜 (12.4） 312

２ ３ 8６ 染付 碗 (12.0） 寿文・四方禅 18世紀後半～ 肥前 313

２ ２ 8６ 陶器 瓶 刷毛目 1690～1780 肥前 314

２ ２ ３ 8６ 染付 瓶 6.8 肥前 315

２ 5３ 陶器 土瓶 (8.0） 18世紀後半～ 間西 316

２ ２ 5３ 陶器 行平鍋 18世紀後半～ 関西 317

表６
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ﾄﾚﾝﾁ鴎 実測図番号 霜告番号 遺禍番号 P番号 種別 器種 口径 器高 底経 備考 制作年代 産地 R番

２ ２ 8４ 染付 碗 (8.0） 筒型碗・菊花文 1780～1８１０ 肥前 318

２ ２ 8４ 陶器 碗 (3.0） 18世紀後半～ 京・信楽 319

２ ３ ３ 8４ 瓦 軒平瓦 320

２ ３ 8９ 陶器 皿 (10.0） 5.1 ４．４ 見込み蛇の目紬剥ぎ 1690～1780 肥前 321

２ ２ 8９ 陶器 皿 (19.8） 5.3 6.4 刷毛目・見込み蛇の目紬剥ぎ 1690～1780 肥前 322

２ ２ ３ 8９ 陶器 片口 (15.6） 刷毛目 1690～1780 肥前 323

２ ４ 9１ 陶胎染付 碗 18世紀前半 肥前 324

２ ６ ２ 9１ 陶器 碗 (4.0） 18世紀後半～ 京・信楽 325

２ ５ ３ 9１ 陶器 碗 (3.0） 18世紀後半～ 京・信楽 326

２ ２ ４ 9１ 陶器 碗 (12.4） 刷毛目・打刷毛目 1690～1780 肥前 327

２ ３ ５ 9１ 陶器 皿 (12.0） 見込み蛇の目紬剥ぎ・銅線紬 1690～1780 肥前 328

２ ６ 9１ 陶器 揺鉢 (28.0） 18世紀後半～ 堺 329

２ 9２ 宵磁染付 碗 (3.8） 四方禅・コンニャク五弁花 1770～1780 肥前 330

２ 9３ 宵磁染付 碗 (10.0） 四方禅 肥前 331

２ 9８ 陶器 碗 (9.2） 5.2 (3.2） 18世紀後半～ 京・信楽 332

２ ２ ２ 9８ 染付 皿 (7.2） 手描五弁花 肥前 333

２ 100 染付 蓋 (4.0） 寿文・四方栂 18世紀後半～ 肥前 334

２ ２ ３ 1００ 陶器 碗 (3.6） 18世紀後半～ 京・信楽 335

２ ３ ２ 100 染付 碗 (12.0） 寿文・四方栂 18世紀後半～ 肥前 336

２ ４ ４ 100 石 硯 赤間硯 山口 337

２ ５ ５ 100 陶器 掴鉢 18世紀後半～ 堺 338

２ 1１ 1０９ 陶器 皿 唐津砂目 肥前 339

２ ５ ２ 109 陶器 皿 京・信楽 340

２ ３ 109 宵磁染付 碗 (8.0） 四方綴 1770～1780 肥前 341

２ 1０ ４ 109 陶器 碗 (9.8） 刷毛目 1650～1690 342

２ ７ ５ 109 陶器 碗 (9.6） 5.7 3.7 18世紀後半～ 京・信楽 343

２ ４ ６ 109 陶器 鉢 蓋付の形態 344

２ ６ ７ 109 陶器 土瓶 18世紀後半～ 九州 345

２ ２ ８ 109 陶器 香炉 (8.8） 刷毛目 18世紀前半 肥前 346

２ ９ ９ 109 瓦質土器 鉢 (20.0） 在地 347

２ ３ １０ 109 石 硯 348

２ ８ 1１ 109 陶器 摺鉢 (31.4） 18世紀後半～ 堺 349

２ 9４ 中国染付 皿 (4.0） 源州窯系・見込み露胎 中国 350

２ ４ 9６ 染付 碗 (10.6） 5.3 (4.8） コンニャク印判 1750～1770 肥前 351

２ ５ ２ 9６ 染付 碗 1０．２ 5.2 4.0 くらわんか手 1680～1740 肥前 352

２ ３ ３ 9６ 陶器 皿 6.4 型打皿 17世紀前半 瀬戸・美溜 353

２ ６ ４ 9６ 陶器 瓶 (8.0） 刷毛目 1690～1780 肥前 354

２ ２ ５ 9６ 陶器 擢鉢 (28.2） (10.3） (11.8） 底部糸切り離し・口縁部鉄粕 1650～1690 肥前 355

２ ６ 9６ 陶器 摺鉢 (31.4） 18世紀 堺 356

２ ５ 103 腎磁染付 皿 (13.0） 1690～1780 肥前 357

２ ２ 103 染付 紅皿 5.7 2.3 2.2 1710～1740 肥前 358

２ ２ ３ 103 陶器 皿 4.2 見込み蛇の目紬剥ぎ・銅緑紬 1690～1780 肥前 359

２ ３ ４ 103 陶器 碗 4.8刷毛目 1650～1690 肥前 360

２ ４ ５ 1０３ 土師器 陪焔 (22.6） 18世紀前～中 在地 361

２ 105 染付 小坪 (9.4） 1680～1740 肥前 362

２ 1５ 1０７ 陶器 碗 (4.8） 京焼き風陶器 1690～1780 肥前 363

２ 1６ ２ 1０７ 陶器 碗 (4.8） 京焼き風陶器呉器手碗 1690～1780 肥前 364

２ 1３ ３ １０７ 染付 紅皿 (6.6） 2.2 (3.0） 18世紀中頃 肥前 365

２ 1４ ４ 1０７ 染付 碗 3.4 高台に砂付着 肥前 366

２ ４ ５ 1０７ 陶器 皿 唐 憎砂目？ 1610～1630 肥前 367

２ ５ ６ １０７ 陶器 皿 ４２ 唐 噴砂目 1610～1630 肥前 368

２ 1２ ７ １０７ 染付 皿 (8.0） コンニャク五弁花・「大明年製｣銘 1730～1740 肥前 369

２ 1１ ８ 1０７ 陶器 皿 (20.0） 1690～1780 肥前 370

２ ３ ９ 1０７ 中国染付 皿 (13.6） 漣州窯系力？ 中国？ 371

２ ２ 1０ １０７ 陶器 掴鉢 (10.0） 底部糸切り離し 1650～1690 肥前 372

２ 1１ １０７ 陶器 播鉢 (14.4） 373

２ ７ 1２ 107 陶器 播鉢 (34.0） 17後半～18前半 丹波 374

２ ６ 1３ 107 陶器 擢鉢 (36.0） 1690～1750 肥前 375

２ ８ 1４ １０７ 陶器 鉢 (35.0） 17世紀前半 肥前 376

表７

4９



ﾄﾚﾝﾁ鴎 実測図番号 翻告番号 過柵番号 P番号 種別 器種 口径 器高 底経 備考 制作年代 産地 R番

２ ９ 1５ １０７ 陶器 鉢 (32.4） 刷毛目 1690～1750 肥前 377

２ １０ 1６ 107 陶器 鉢 (40.4） 刷毛目 1690～1750 肥前 378

２ ２ llO 染付 碗 (10.4） 5.1 4.1 見込み蛇の目紬剥ぎ 1680～1740 波佐見 379

２ ２ 110 染付 碗 9.8 5.1 4.0 くらわんか手 1680～1740 肥前 380

２ ３ ３ 110 陶器 碗 (10.0） 18世紀 京・信楽 381

２ ４ ４ 110 陶器 皿 (4.2） 見込み蛇の目紬剥ぎ・銅緑粕 1690～1780 肥前 382

２ ６ ５ 110 金属 不明 383

２ ７ ６ 110 凝灰岩 羽口 碗型津十羽口片・内径（2.9） 384

２ ８ ７ 110 凝灰岩 羽口 羽口先端部・内径（2.9） 385

２ ９ ８ 110 凝灰岩 羽口 内径（3.0） 386

２ 1１ ９ 110 砂岩 砥石 387

２ 114 凝灰岩 羽口 羽口先端部・内径（3.0） 388

２ 115 砂岩 砥石 389

２ ２ ２ 115 凝灰岩 羽口 碗型津十羽口片・内径（3.0） 390

２ 染付 お縄翻 1.6 1１．１ 3.6蛸唐草 1780～1860 肥前 391

２ ２ ２ 砂岩 砥石 392

２ ３ ３ 瓦質土器 行火 19世紀前半~後半 393

２ 1３ ４ 整地暦 陶器 碗 4.6 394

２ 1０ ５ 整地届 染付 碗 9.8 5.1 4.0 くらわんか手 1680～1740 肥前 395

２ ２ ６ 整地届 染付 碗 (9.4） 4.0 3.4 1710～1750 396

２ ５ ７ 整地届 青磁染付 壷 (3.9） コンニャク五弁花・渦福 1770～1780 肥前 397

２ 1７ ８ 整地届 宵磁染付 碗 (7.8） 四方柵 1770～1780 肥前 398

２ 2５ ９ 整地届 染付 碗 5.4 広東碗 1810～1840 肥前 399

２ 1１ １０ 整地屈 染イ 』 蓋 (10.0） 2.7 4.2四方棚 1810～1840 肥前 400

２ 1９ 1１ 整地届 染イ １ 壷 (9.4） 3.0 (3.8） 端反碗蓋・焼継アリ 1820～1860 肥前 401

２ 2０ 1２ 整地届 染イ 』 蓋 (9.2） 2.7 (9.2） 端反碗蓬 1820～1860 肥前 402

２ 2１ 1３ 整地掴 染イ Ｉ 碗 (3.4） 端反碗 1820～1860 肥前 403

２ 2２ 1４ 整地届 染イ 碗 (3.8） 焼継アリ 1820～1860 肥前 404

２ 2４ 1５ 整地層 染｛ Ｉ 碗 (10.0） 端反碗・焼継アリ 1820～1860 肥前 405

２ 1８ 1６ 整地届 染イ 碗 (4.4） 端反碗 1820～1860 肥前 406

２ 2６ 1７ 整地届 染イ Ｉ 碗 焼継アリ 1820～1860 肥前 407

２ 2３ 1８ 整地層 染１ １ 碗 (6.6） 1820～1860 肥前 408

２ 1４ 1９ 整地層 染１ Ｉ 碗 (3.6） 1820～1860 肥前 409

２ 1２ 2０ 整地層 染１ １ 碗 (7.8） 5.3 3.0 ４１０

２ 1６ 2１ 整地届 陶器 皿 6.8 ７ 3.6 ４１１

２ ３ 2２ 整地暦 染付 皿 (13.6） ４３ (7.8） 蛇の目凹型高台 1820～1860 波佐見 412

２ ５ 2３ 整地暦 染付 皿 1３．５ ３３ 6.2蛇の目紬剥ぎ・コンニャク五弁花 1820～1860 波佐見 413

２ 2７ 2４ 整地届 染付 皿 8,0 ２２ 4.0 19世紀前半～後半 瀬戸・美濃 414

２ 2９ 2５ 整地届 陶器 灯火具 5.0 ３３ 3.6 台付受付皿 19世紀前半～後半 京・信楽 415

２ 2８ 2６ 整地届 染付 仏飯器 5.8 ５ 3.2 1690～１７８０ 肥前 416

２ 1５ 2７ 整地回 染イ １ 仏飯器 (6.8） 肥前 417

２ ８ 2８ 整地届 染イ １ 鉢 (24.0） 1690～1780 肥前 418

２ ４ 2９ 整地層 染イ １ 油壷 3.5 10‘８ 5.0 1690～1780 肥前 419

２ ７ 3０ 整地届 染（ 』 壷 (9.0） 肥前 420

２ ６ 3１ 整地届 陶器 壷 5.4 底部糸切り 421

２ 3０ 3２ 整地届 陶器 花瓶 ４．７ 422

２ ９ 3３ 整地届 陶器 翌 (24.0） 肥前 423

２ 3４ 整地層 瓦質土器 混炉 (24.0） 424

２ ２ 3５ 7０ 凝灰岩 羽口 混入品・内径（3.0） 425

表８

ｌは凝灰岩製のフイゴ羽口である。送風管との接合部と思われる凹部まで残存するほぼ完形の資料である。先

端部は一部にガラス質化した津が付着している部分も残るがほぼきれいな状況である。羽口の内径は3.0cmを測

る。
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第37図旧井岡家住宅間取図

以上、今II1lの調査成果をまとめると、三軒町のこの一角において、１８世紀中頃における短冊状地割によらない

鍛冶'二房（小鍛治）の段階から、１８世紀後半以降の短'''１･状に区llIliされた1111.雌への変遷の確認に集約される。この

ことは、古文番では知り得ない情報を考古資料ともって補填し、近世鶴崎町を構成する町筋の成立や変遷を考え

るl:で貴醗な情報となったとI;,えよう。本章は、これらの栽象に関連して１．短'''1．状地割の段階において２棟確

認されている建物間取りの詳細復元作業、２．鍛冶工房（小鍛治）段階において、その位侭づけを確定させるの

にキーとなった石製フイゴ羽|」の詳細検討をそれぞれ行い、鶴lllif三粁町の位侭づけ更には、今後の近111呉鶴llI奇町全

体を考える上での基礎資料としたい。

ﾊlﾃ舗空階

１．建物間取の復元

今同確認された建物は東l凡i２棟、いずれも短冊状地;l;Ｉに規制された間｜

る。加えて道路に面した間1..1部分には共通して床而が堅く踏み

|が狭く､奥行きのある建物となってい

Ⅳまとめ

しめられたｋ間状の空間が存在しており、これらの事象が今回

の建物間取り復元にあたってのキーとなっている。

建物間取りの復元作業を行うにあたって、奈良町における町

屋建物典型例を今に伝えるII-Ijl:岡住宅'1』を参考としている。参

考としたⅡけ|:岡家住宅は、築造年代は江戸時代''1期、規模は桁

行8.6ｍ、梁行12.7ｍ、切り妻造で桟瓦葺（一部本瓦葺）、一

部厨子２階の建物で、現在神奈川県川崎市が所ｲ｢し、多厳区研

形7-1-1に所在する。本来の所在地は、奈良市下高畑町で、興

福寺を中心にその南北及び西方に広がる中世から近世にかけて

発展した奈良町の一角となる。奈良町は、中枇段階から短冊地

割化が進んでおり、間ｌｉが狭く奥行きのある町雌の敷地が認め

られる。このため、建物の間取りは土間に沿って１列に部屋が

並ぶ形式のものが大､|とを占めており、’'1井岡家化宅もこうした

事例の典型の一つとなる。加えて井岡家の家業は、古くは油屋

を営み後に線香屋に砿巣したといい、店舗としての機能も有し

ていた。これらの条件から、この町屋造りの建物を今回の復元

店舗空間店舗空間

－５１－

広間型三間取り前座敷３間取り代表的な町屋の間取り

第38図３間取の典型例（古民家の基礎知識より）
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作業の参考としている。

その具体的な間取りを第37図に示す。縦長の平面を縦に２分して、間口から向かって左半部には、ミセ・ダイ

ドコロ・ザシキの３室が１列に並び、右半部には、シモミセ、ニワ（土間）がある。ミセは商いの場、シモミセ

は作業場、ダイドコロは家族の居間、ザシキは客座敷や寝室、そして、ニワ（土間）にはカマドや井戸が描かれ

ているのがわかる。つまり、間口に面したミセ及びシモミセが商いの場であり、その奥のダイドコロ・ザシキ・

ニワに私的な空間を見て取ることができるのである。

こうした旧井岡家住宅にみる間取りは、「古民家の基礎知識」注２（第38図）における３間取りのバリエーショ

ン中に、「代表的な町屋の間取り」として紹介されている。この３間取りには、これ以外にも｢広間型三間取り｣、

「前座敷３間取り」といったバリエーションがある。

ここで今回検出された建物を、これらの間取りを参考に復元したのが第39図である。以下復元した２棟の建物

について、西建物、東建物の順にその内容を記す。

西建物

西建物は、現在の建物境界を西端として、東建物との堺を共有する形で存在するSX57西部を東端とした間口

部分が7.8ｍを測る。更に、道路境界を兼ねたと考えられるSX58の中心部から、奥行き9.3ｍ以上を測る。間口

部分には土間と考えられる空間が存在する。土間は間口から7.8ｍの位置に存在する東西方向の列石（SX203）

前面まで続いている。SX203は座敷の前面にある縁側の礎石又はそれに伴う列石と考えられ、その以南は座敷と

なる。

この間取りを前述した間取りのバリエーションにあてはめると、土間と座敷が並列しない広間型３間取り及び

前座敷３間取りに相当することになる。しかし､今回検出された土間に関しては特別な構造が確認された。即ち、

土間の中央に２つの礎石が存在し（SX７５．２００）、この礎石の東西ラインを境に土間が２つに分かれる可能性が

あるのである。これに関しては、カマド機能が推定されているSX44が、土間Ｂとした南側の土間に存在するこ

とがこうした推測の後押しをしている。つまり、間口に面した土間Ａを店の間、奥まった土間Ｂを私空間として

使い分けているということである。尚、こうした考えによると、ＳX７５．２００間が4.5ｍを測り他の柱間より広く

造られている構造は、土間Ａ・Ｂ間の通路であったとの想定も可能である。

東建物

東建物は、西建物との境界を共有する形で存在するSX57東部を西端として、更に東側の建物との境界を共有

すると考えられるSX41～86のラインを東端とした間口部分が7.7ｍを測る。西建物の道路境界線の延長部より奥

行きは、１９．４ｍ以上を測る。間口から7.4ｍのラインにまでは前面に土間が想定され、それ以南は概ね、縦長の

平面を縦に２分して、間口に向かって左右に座敷部分と土間の空間が分かれる。尚、奥の座敷部分の東面には縁

側の礎石又はそれに伴う列石と考えられるSX81が存在し、土間部分には、埋蕊遺構であるSj63、井戸であるSE

60が存在する。

土間は前述した西建物同様に、その中央部にSX3１．５６．７６とした東西方向の礎石列が存在し、このラインを

境にやはり土間Ａを店の間、奥まった土間Ｂを私空間といった使い分けが行われた可能性が考えられる。こうし

た場合、座敷部分を逆「Ｌ」字状に土間が囲うことになり、その間取りはどのバリエーションにも属さないこと

になる。しかし、前述した礎石列のSX５６．７６間が2.8ｍと他の柱間よりも広くとられていることから、この座敷

北面の土間を通路的な性格と考えることもできる。こうして考えればこの東建物は、旧井岡家住宅等に見られる

代表的な町屋の間取りに相当することになり、西建物同様、代表的な３間取りに店舗空間が付いたものであると

の理解も可能である。

以上今回検出された建物間取りの復元結果、２棟の建物は古民家の間取り基本型を大きく逸脱することなく、

共通してその前面に店舗空間をもった形態であることが確認された。今後の課題としては、①こうした微妙な間

－５２－
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毎灯

２．石製フイゴ羽口について

１８世紀''１頃に位侭づけられる遺榊群から出土する遺物のrlIで、ひときわ目に付くのが石製フイゴ羽口である。

この段階に鍛冶工房が存在したことを証lﾘlすることになる要素の一つとなったこの羽口であるが、近年中世大友

府内町及びその周辺遺跡で出土事例を増やしている遺物である。しかし、全国的に見ると羽口の主流は土製のも

のであり、その出土事例は極めて珍しく、民俗事例も少なくその実態は不明な点が多いことに気づく。以下、今

回の出土事例を中心に、その形態・使用方法・出土状況・類例・鶴崎町遺跡群（三軒町）における出土の意義に

ついてまとめ、今後の検討課題等について記す。

今回出土した禰製フイゴ羽口は、ほぼ完形のものが２点、先端部と考えられる破片については、比較的良好な

遺存状況で図示出来たもので４点、これ以外の小片を併せると59点に上る。

今回出土した石製フイゴ羽口の特徴は、①凝灰岩製である。（但しこれらの凝灰岩は白っぽく暗灰色を呈する

通常の凝灰岩とは異なり、一見花樹岩を思わせる色合いである）②断面形は円形又はかまぼこ状に平坦部を有す

る円形を呈する。③外径12.4～14.0cm、内径2.8～3.0cmを測り、外見的な大きさに対し内径が小さい。④長さは

17.5cm～21.7cmと一定ではない。⑤炉側となる部分にガラス質化した津が付着する。（完形の状態で出土するも

のにはあまり付藩しない）これに関連して、⑥羽口の先端部下位の津が剥がれている例や、椀形鉄津に羽口の先

端部が付着する測りが多い。⑦フイゴ側となる部分には共通して、凹状の加工が施される。等が挙げられる。

これら出土遺物から復元される使用方法については、見た|号|の外径の大きさに対し、内径が2.9cm前後と非常

に小さく、これに伴うフイゴが、足踏み式のフイゴのような大がかりで大量の風量を送り込むものでないことが

わかる。（即ちこの羽口にともなう炉が鋳造の溶解炉や、大鍛冶にともなう精錬炉ではない）これに加え、共伴

遺物に大並の椀形鉄津（第40図）及び鍛造剥片（第41側）があることから、鍛冶（小鍛治）に使用されたことは

想像に難くない。更にSK110-6の事例に見えるよう、椀形鉄津が付蒲する事例（第42Ｍ）がある点もこの羽口

が、鍛冶（小鍛治）に使用されたことを蕊付けている。具体的な使用方法としては、フイゴ側となる部分の凹状

加工の存在からフイゴ（箱フイゴを想定している）と羽口の間にジョイント的な竹もしくは金属製の送風管の存

在が想定できる。更に椀形鉄津が付芯した羽口の状況から、半地下式で、先端部が炉内に入っていたこともわか

０
．
も
合

取りの違いが住民の職業の違いとなって現れるかどうかといった問題。②鶴崎町と併存する府内藩の本拠として

の府内町の建物間取りにもあてはまるかどうかといった問題。③肥後藩の本拠となる熊本の状況の確認等が挙げ

られ、いずれの問題にせよ今後重要な課題となるであろう◎

注ｌ川崎市教育委員会「指定文化財紹介」

注２（C)郷土文化財地図製作プロジェクト．'葉月''２００１「古民家の基礎知識’
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羽口

／

第42図椀形津が溶着した羽口（SK110-6原図を元に復元）

下郡遺跡群第１０６次
ＳＤＯＯ４

中世大友府内町第１４次
ＳＥ２５０

第43図中世期の石製羽口出土事例（1/4）

る。（第44図上面に石製フイゴ羽口をつかったフイゴ～鍛冶炉断面・平面概念図を提示）そして、完形資料に長

さの違いが見られることに加え、大量に出土した先端部の破片の存在、フイゴの先端部でも下織位の津が剥がれて

いる事例から、その操業ごとに先端部をカットし、だんだんと短くなっていく状況も推定できる。（第43図に中

世段階の出土事例比較を提示）

出土状況については、ＳK１１０．１１４．１１５の鍛冶関連の廃棄土坑からの出土事例とSK70の混入品での出土事例が

ある。前者については前にも触れたよう炭と焼土の入った埋土中より、砥石や、大量の椀形鉄津及び鍛造剥片と

共に出土している。後者については、SK70混入品としているが、SK70が18世紀中頃の井戸であるSE107を切って

－５５－



造られた18世紀末～幕末期の遺構であることから、この遺物についてはSElO7から出土した遺物であった可能性

が極めて高いことが推定される。加えて、出土する石製羽口についても、前者の遺構からは、先端部にガラス質

化した津が大量に付着したもの及び、こうした先端部の破片が主に出土することに対し、後者の遺構からは、ほ

ぼ完形状態で先端部の倖の付着の少ないものが出土している。おそらくは、前者が鍛冶作業そのものに対する出

土状況を示すのに対して、後者が井戸祭祁等の直接的鍛冶作業を伴わない出土状況を示すものであるといえよ

う。但しこうした祭祁が行われる井戸等は、通常の遺跡においてはみることが出来ないことから、最低でも鍛冶

職人には関係するする施設の中の遺構で見られるようである。

こうした石製羽口の類例として真っ先に挙げられるものが、中世府内町及びその周辺における出土事例であろ

う。報告されている事例だけでも中世大友府内町第14次泌'、下郡遺跡群第106次i鯉、府内城・城下町第１２次掴等の

出土例がある。

中世大友府内町第１４次調査の出土事例は、ＳＥ250とした井戸からの出土となる。断面形態は面を有するが全体

に円形を呈するもので、外径12.8cm、内径1.6cm、全長17.4cmを測る凝灰岩製の羽口である。羽口側に凹面加工

が施され、全体に長さが短い。出土状況は、１６世紀末に位置づけられる井戸の廃絶時埋土中から出土する。

下郡遺跡群第106次調査の出土事例は、SDOO4とした戦国時代の屋敷を囲む溝からの出土となる。断面形態は

下面に平坦部をもつかまぼこ形を呈するもので、外径13.8cm，内径2.4cm，全長25.0cmを測る凝灰岩製の羽口で

ある。羽口側の凹面加工が施され、全体に長さが長い。出土状況は、１６世紀末段階の屋敷の廃絶に際し溝の底部

に羽口を埋置した状況となる。この下郡の地は大友氏との関係も深く、元々万寿寺領であったものが、万寿寺の

焼失以後大友宗鱗の領地となった。この時下郡に入った関美作守が鍛冶と深く関与しており、この羽口の出土も

これらに関連するものとして報告されている。

府内城・城下町跡第12調査の出土事例は、SD201とした最下面の中世段階の遺構面で検出された溝からの出土

である。前述した完形品とは違い、破片及び先端部に鉄津が付いた状態での出土状況が報告されている。尚、破

片となった羽口が多量の椀形鉄津を伴って出土している点も注視される。この近世府内町第12調査地点は、近世

府内町の南東隅部分で、中世府内町との重複部分に近い位置となり、この遺構が検出された遺構面は、基本的に

は中世大友府内町の関連遺跡と位置づけられている。

これらの出土事例をみてみると、まずその形態面で、中世大友府内町第１４次のものと、下郡遺跡群第106次の

ものに長さの違いが見られる点については、前述した羽口の使用法に関わるもので、より短くなっている中世府

内町のものがよく使われているという理解になろう。その出土状況については、井戸の廃絶時の埋土中からの出

土や溝底に完形品が埋置された府内町及び下郡の事例に対し、府内城・城下町第１２次における大量の碗形鉄津に

伴って破片が出土する状況が見られている。即ち前者が、井戸祭祁等の直接的鍛冶作業を伴わない（鍛冶職人に

は関係する）出土状況を示すもので、後者が直接の鍛冶作業に伴う廃棄物として認識できる。つまり、これらの

事例は時期的な位置づけ以外は今回の鶴崎の事例とほぼ同じ状況であるといえよう。（＊余談であるが、近年の

中世大友府内町の出土事例が増加しているが、鍛冶職人の出張作業も想定されることから、全てを鍛冶職人の定

住作業場（鍛冶屋町）と関連づけるべきではなく、今後大規模な廃棄施設等がその基準となるであろう。）

他県の出土事例としては、熊本県の宇土城跡・西岡台遺跡・無田遺跡・相良頼影館跡i剛宮崎県の都城市和田遺

跡・日向市富高大王谷遺跡・延岡市稲葉崎宮田遺跡椎5、福岡県北九州市小倉城Ｉ区調査地点ik6の調査事例が知ら

れる。材質面では、凝灰岩製のものに加え砂岩系（宇土城・小倉城）のものが存在する。断面形態は、ほぼ鶴崎

の事例と同じであるが、砂岩系のものについては、多角形を呈するような面を形成する場合が多い。こうした状

況は、他の凝灰岩製の羽口の中にも面を有するものの存在が知られているが、基本的にはそれと同じ機能である

と推定され、おそらくは羽口設置時の安定性を高める機能であると考えらる。更に複数の面を有するということ

は、それと同じ回数の使用も想定できるとも考えられる。時期的な位置づけは、詳細不明の宮崎県の資料を除く

－５６－
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と、全て中世後半～近世初頭に位置づけられる。出土状況及びその使用方法については、熊本の資料は、鉄津と

の共伴関係から鍛冶に伴うものと言われている。小倉城の資料については､椀形鉄津を伴う破片での出土であり、

直接の作業に伴う廃棄物として位置づけとなる。（但し、周辺で検出された遺物は、鋳造関連のもので、この報

告書においては鋳造関連作業の工程で使用された可能性を記している。）

この他民俗事例として、沖縄におけるニービと呼ばれる砂岩系の石を使った羽口の存在や、東南アジア（イン

ドネシア諸島）にもやはり石を使用した羽口が存在する池7◎こうした民俗事例の存在は、今回確認した豊後及び

九州での出土事例が１６世紀後半～17世紀初頭であることを考えた場合、東南アジアを介した中継貿易のルートを

想起させる事例であり、興味を惹かれるところである。

最後に今回の鶴崎における石製羽口の出土意義については、近接する御作事所との関わりが想起される。大分

県史によれば、寛保３年（1743）、安永３年（1774）、天保１１年（1840）にそれぞれ波奈之丸の新造を行ってい

ることが記されているが、今回確認された鍛冶関連遺榊は、１８世紀中頃の中で切合いを持って２時期存在してい

る。即ち今回の遺構群が1740年代及び1770年代の２回の新造に関わっていた可能性が浮上するのである。もし、

これらの鍛冶遺構が波奈之丸の造営に関わった鍛冶職人に関わるものであれば、造った製品はやはり「船釘」で

あったであろうし、その廃棄土坑の規模からもその生産量も相当量が想定可能である。こうした量産性の高い製

品を製造する際に、耐火性が高い使用頻度にも耐えうる石製のフイゴ羽口が選択された可能性も考えられ、石羽

口を使う鍛冶職人と造船の密接な関係をうかがわせる注目すべき現象であるといえよう。

以上、石製フイゴ羽口の位置づけから様々な問題が提示された。これらに加え、今回遺構の切合いが著しく不

明であった、鍛冶炉本体やフイゴ設置施設・金床石・廃棄土坑等を含めた鍛冶（小鍛治）の作業場全体としての

遺構検出及びそうした中での石羽口の位置づけに関わる問題、九州での出土事例が増加する中、その他の地域に

おける出土事例の確認の問題、沖縄・東南アジアの民俗事例との比較等の問題、そして、今回の１８世紀中頃の出

土事例と中世段階の出土事例の間を埋める事例の検索の問題等があげられる。今後これらの問題について、鶴崎

周辺の調査成果や中世府内町及び周辺遺跡の調査成果、豊後地域以外の調査事例の追跡調査、古文書及び民俗事

例の調査等を行い、更なる詳細な検討を加えたい。
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１トレンチ・２トレンチ東建物遠景（北より）
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